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局所界面におけるエネルギー移動・変換・散逸過程の理解 

：単一分子発光計測・制御の新展開 
 

固体表面上に吸着した分子におけるエネルギーの変換・移動・散逸過程は、反応・拡散・反

応・脱離などの表面ダイナミクスや発光、光電変換、光触媒反応などのエネルギー変換プロセス

を理解すための重要な素過程である。本プロジェクトでは、ヘテロ界面分子系における量子状態

の選択的励起と、それに伴う様々なエネルギー素過程の理解と制御を目指している。 

有機発光ダイオード(OLED)からの発光は、電流によ

り形成された一重項励起子(S1)もしくは三重項励起子(T1)

から形成される。T1を用いた OLED では駆動電圧を下げ

ることが長年の重要な課題であり、技術革新が求められて

きた。本研究では、走査型トンネル顕微鏡(STM)による

PTCDA 単一分子発光測定を行い、T1の選択的形成により

燐光のみ生じるという新しい発光機構を見出した[1]。 

一方、STM を用いた局所振動分光法の開発は、ナノ

スケール表面・界面における化学的な情報得るための重要

な挑戦である。本研究では、STM 探針によるラマン信号の増強現象を利用した STM 探針増強ラ

マン分光法（STM-TERS）を開発し、単一分子振動モードの空間分布を可視化することに成功し

[2]、固液界面における電気二重層の微視的観測のための電気化学システムにおける計測手法（EC-

TERS）を確立した[3]。 
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